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分析

分析

分析情報を使用すると、リソースの使用状況や他のリソースへの影響、時間のかかる分
析などを確認できます。

さまざまなインサイトをご利用いただけます。[Dashboards]>[Insights（インサイト）]に移動して、ダイビン
グを開始します。 アクティブなインサイト（現在発生しているインサイト）は、メインタブで表示するか、
非アクティブなインサイト（_Inactive Insights）タブで表示できます。非アクティブなインサイトとは、以前
はアクティブだったものの、もう発生していないインサイトです。

Insightのタイプ

負荷のある共有リソース

影響の大きいワークロードは、共有リソース内の他のワークロードのパフォーマンスを低下させる可能性があ
ります。これにより、共有リソースに負荷がかかります。Cloud Insights には、環境内のリソースの飽和と影
響の調査に役立つツールが用意されています。 "詳細はこちら。"

Kubernetesネームスペースのスペースが不足しています

スペース不足Insightで実行されているKubernetesネームスペースのワークロードについて、スペース不足にな
る可能性がある状況をKubernetesネームスペースで確認できます。各スペースがフルになるまでの推定日数
も示されます。 "詳細はこちら。"

ONTAP コールドストレージを再利用します

ONTAP コールドストレージの再利用_Insightは、ONTAP システム上のボリュームについて、コールド容量、
潜在的なコスト/電力削減、推奨される対処方法に関するデータを提供します。 "詳細はこちら。"

これは_Preview_featureであり、改善が行われると時間の経過とともに変更される場合があり
ます。 "詳細はこちら。" Cloud Insights プレビューフィーチャーについて

知見：ストレスのある共有リソース

影響の大きいワークロードは、共有リソース内の他のワークロードのパフォーマンスを
低下させる可能性があります。これにより、共有リソースに負荷がかかります。Cloud

Insights には、環境内のリソースの飽和と影響の調査に役立つツールが用意されていま
す。

用語集

ワークロードやリソースへの影響について話すときは、次の定義が役立ちます。

要求の厳しいワークロードとは、共有ストレージプール内の他のリソースに影響を与えていると現在特定され
ているワークロードのことです。これらのワークロードは IOPS を高め（など）、影響を受けるワークロード
の IOPS を削減します。要求の厳しいワークロードは _ 高消費のワークロード _ と呼ばれることもありま
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す。

「 Impacted Workload 」は、共有ストレージプール内の負荷の高いワークロードによる影響を受けます。こ
のようなワークロードでは、要件の厳しいワークロードが原因で IOPS やレイテンシが低下しています。

Cloud Insights が業界をリードするコンピューティングワークロードを検出していない場合、ボリュームまた
は内部ボリューム自体がワークロードとみなされます。この環境 は、要求の厳しいワークロードでも影響を
受けやすいワークロードでも

• 共有リソースの飽和 * は、 BASELINE に影響する IOPS の比率です。

• ベースライン * は、検出された飽和状態に直前の 1 時間における各ワークロードのレポートされる最大デ
ータポイントです。

競合 * または飽和 * は、 IOPS が共有ストレージプール内の他のリソースまたはワークロードに影響している
と判断された場合に発生します。

要件の厳しいワークロード

共有リソースで要件の厳しいワークロードや影響を受けるワークロードの調査を開始するに
は、[Dashboards]>[Insights]*をクリックし、[Stress][Insight]で*[Shared Resources]を選択します。

メニュー"]

Cloud Insights は、飽和が検出されたワークロードのリストを表示します。Cloud Insightsでは、少なくとも1

つの_demanding resource_*または*_impacted resource__が検出されたワークロードが表示されます。

ワークロードをクリックすると、そのワークロードの詳細ページが表示されます。上部チャートには、競合や
飽和が発生している共有リソース（ストレージプールなど）のアクティビティが表示されます。

以下の 2 つのグラフは、要件の厳しいワークロードの影響を受けやすいワークロードを示しています。
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各表の下には、競合に影響を及ぼすワークロードやリソースが表示されます。 リソース（ VM など）をクリ
ックすると、そのリソースの詳細ページが開きます。ワークロードをクリックすると、関連するポッドを示す
クエリページが開きます。リンクが空のクエリを開く場合は、影響を受けるポッドがアクティブな競合の一部
でなくなっている可能性があります。クエリの時間範囲を変更して、ポッドリストを表示する時間範囲を大き
くすることも、よりフォーカスした時間範囲にすることもできます。

飽和状態を解決するにはどうすればよいですか？

環境内の飽和の可能性を減らすか、または排除するために、いくつかの手順を実行できます。これらは、ペー
ジの「 * + 推奨を表示」リンクを展開することで表示されます。 いくつか試してみてください。

• 高 IOPS の利用者を移動

「 Greedy 」ワークロードを、飽和状態になっていないストレージプールに移動します。ワークロードを
移動する前に、これらのプールの階層と容量を評価して、不要なコストや追加の競合を回避することをお
勧めします。

• Quality of Service （ QoS ；サービス品質）ポリシーを実装する

使用可能な十分な空きリソースを確保するためにワークロードごとに QoS ポリシーを実装すると、スト
レージプールの飽和を軽減できます。これは長期的な解決策です。

• リソースを追加する

共有リソース（ストレージプールなど）が IOPS 飽和ポイントに達した場合、プールにディスクを追加す
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るか、より高速なディスクを追加することで、飽和状態を緩和するための十分な空きリソースが確保され
ます。

最後に、 [* Insight Link* のコピー ] をクリックして、ページの URL をクリップボードにコピーすると、同僚
と簡単に共有できます。

分析情報：Kubernetesネームスペースのスペースが不足してい
ます

環境のスペース不足は、決して良い状況ではありません。Cloud Insights

は、Kubernetesの永続ボリュームがフルになるまでの時間を予測するのに役立ちます。

Space_Insightで実行されている_ Kubernetes名前空間を使用すると、容量不足のリスクがあるKubernetes名
前空間のワークロードを表示できます。各永続ボリュームがいっぱいになるまでに推定される残り日数を確認
できます。

このInsightを表示するには、[* Dashboards > Insights（ダッシュボード>インサイト*）]に移動します。

ワークロードをクリックすると、Insightの詳細ページが開きます。 このページのグラフには、ワークロード
容量のトレンドと次の表が表示されます。

• ワークロード名

• 永続ボリュームが影響を受けます

• 予測フルまでの時間（日数）

• 永続ボリュームの容量

• バックエンドストレージリソースに影響し、現在の使用容量が合計容量を上回っています。このリンクを
クリックすると、バックエンドボリュームの詳細なランディングページが表示されます。
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スペース不足になった場合はどうすればよいですか？

Insightのページで、「*+推奨事項を表示」をクリックして解決策を確認します。スペース不足になると、常に
容量を追加するのが最も簡単なオプションです。Cloud Insights では、ターゲットの60日間の予測に必要な時
間をフルにするために追加が最適な容量が提示されます。その他の推奨事項も表示されます。

また、このInsightへのリンクをコピーして、ページをブックマークに追加したり、チームと簡単に共有したり
することもできます。

分析情報：ONTAP コールドストレージの再利用

ONTAP コールドストレージの再利用_Insightは、ONTAP システム上のボリュームにつ
いて、コールド容量、潜在的なコスト/電力削減、推奨される対処方法に関するデータを
提供します。

これらの分析情報を表示するには、*[Dashboards]>[Insights]*に移動し、_Reclaim ONTAP Cold

Storage_Insightを確認します。このInsightでは、Cloud Insights でコールドストレージが検出された場合にの
み影響を受けるストレージが表示され、検出されなかった場合は「All clear」というメッセージが表示されま
す。

30日前に作成されたコールドデータは表示されません。

Insight概要 には、「コールド」として検出されたデータの量と、データが配置されているストレージがすぐ
に表示されます。このテーブルには、コールドデータを含むワークロードの数も表示されます。

リストからInsightを選択すると、詳細を示すページが開きます。これには、クラウドへのデータの移動や未使
用ディスクのサイクルダウンに関する推奨事項、推奨事項の実装によって実現できる可能性のあるコスト削減
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と電力削減の予測などが含まれます。このページには、への便利なリンクも用意されています "ネットアッ
プのTCO試算ツール" だからあなたは数字を試すことができます。

推奨事項

[Insight]ページで、*[推奨事項]*を展開して次のオプションを確認します。

• 未使用のワークロード（ゾンビ）を低コストのストレージ階層（HDD）に移動

ゾンビフラグ、コールドストレージ、日数を使用して、最もコールドで最大のデータ量を特定し、低コス
トのストレージ階層（ハードディスクストレージを使用するストレージプールなど）にワークロードを移
動します。が30日以上重大なIO要求を受信していない場合、ワークロードは「ゾンビ」とみなされます。

• 未使用のワークロードを削除

使用されていないワークロードを確認し、アーカイブするかストレージシステムから削除することを検討
してください。

• ネットアップのFabric Pool解決策 を検討してみましょう

ネットアップの "Fabric Pool解決策 の略" コールドデータを低コストのクラウドストレージに自動的に階
層化することで、パフォーマンス階層の効率を高め、リモートデータ保護を実現します。

視覚化と探索

グラフと表にはトレンドに関する追加情報が表示されるほか、個 々 のワークロードにドリルダウンすること
もできます。
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